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コンビニ事業は，小売業の中でも最も顧客対

面的で日常的である。それは，消費者の心理を

映しながら進化している。事業の持続的成功

は，個々の商品の良し悪しにあるのではなく，

人々の生活に本当に手を差し伸べることができ

るかどうかに根本的に依存している。今日の日

系コンビニ各社の国際展開は，この点の深い洞

察と経営的取り組みを試されている。

「経営史とは，ビジネス・システムやビジネ

ス人が，いかにして今日の状態に立ち入ったか

を説明するものである」（p.35）という経営史

の基本スタンスに依拠する著者は，日系コンビ

ニ各社が国際展開する過程で直面した課題，そ

れに対処してゆくアプローチ，課題を克服する

あるいはやむなく撤退する過程を，時間的にも

空間的にも広い分析枠組みを用いて，綿密な事

実確認を行い分析する。

それは，経営の内部システムはもちろん，国

内・海外の競合企業との相互作用，進出国・地

域の社会文化，経済，技術，政治のマクロ要因

との相互作用を分析枠組みに含む。その上で，

国際経営論で論じられる「標準化」と「現地適

応」の課題を，多様な要因から成る進化発展の

プロセスとして分析する。

コンビニは，最先端技術で世界を変えていく

半導体産業などと違って，人々の日常生活や心

理にピタリと寄り添い，深く密着して，半ば潜

在的なニーズの商品・サービスを絶え間なく提

供していく事業である。それは，最先端の技術

や経営理論でも構築することが難しい。とりわ

け海外展開では，進出先社会の人々の生活心理

に寄り添うことが強く求められる。

そのため，市場では時間の経過とともに現地

企業が成長し，しばしば現地企業に競争上の優

位性を与える。日系コンビニ企業の挫折や撤退

は，他業種の平均的な海外展開よりも多く起

こっている。それは，現地化の問題では片づけ

られない。現地化という言葉は，資本，ポス

ト，原材料の現地化などのように個別に解釈さ

れてきたが，そうした表面的なことではないも

のが求められているのである。

本書は，膨大な資料に基づいて日系コンビニ

各社の国際展開の経緯と要因，直面した課題を

丁寧に描いている。かかわった多くの人々の汗

と努力と苦悩が目に見えるようである。本書に

は多くの歴史的事実が記述され，読者に多様な

刺激を与える。そこからどのようなパターンを

読み取り，いかなる経営を実践的に理論的に創

造するか，読者は問われているようである。

（きんばら たつお）
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